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午
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九
時
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場
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業
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ン
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今
年
の
該
当
年
齢
は
、
昭
和
三
十
八

年
四
月
二
日
か
ら
昭
和
三
十
九
年
四
月

一
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方
で
す
。

（
中
学
校
卒
業
者
名
簿
か
ら
掲
載
）

（
敬
称
略
）

滝
坂
　
藤
井
智
子

樅
の
木
　
佐
々
木
重
長
・
田
村
紀
子

宗
頭
　
永
宗
靖
明
・
村
田
真
二
・
上
田

浩
司
・
宗
本
ひ
と
み
・
杉
本
真
知
子

山
下
悦
子
・
吉
富
正
美
・
堀
永
美
智

代
・
中
野
百
合
子兎

渡
谷
　
河
野
克
広

森
清
正
伸
・
吉
川

佳
人
・
谷
村
弘
美

上
中
小
野
　
藤
井
真

須
美

下
中
小
野
　
中
尾
美

佐
江
・
光
永
幸
子

志
道
真
理
子
・
宮

垣
真
由
美

市
　
勝
屋
寿
・
徳
並

宏
行
・
名
和
田
力

名
和
田
有
伸
・
滝

口
哲
二
・
末
永
幸

子
・
末
永
和
子
・

三
浦
光
子
・
刀
祢

早
千
重

津
雲
　
山
根
和
子
・

原
田
洋
子

飯
井
　
橋
本
忠
政

土
手
　
山
本
恵
子

中
村
　
有
馬
郁
男
・

岡
本
貢
・
金
子
宏

斉
佳
子
・
糸
賀
知

恵
子
・
湯
野
あ
け

み
正
楽
寺
　
刀
祢
和
宏

向
山
　
角
村
登
・
宮

本
雄
二
・
中
田
ひ

と
み
・
高
野
治
斉

野
波
瀬
　
高
野
英
文
・
綿
野
信
良
・
佐

方
義
幸
・
針
谷
晋
司
・
藤
野
芳
久
・

江
口
純
二
・
大
田
昌
幸
・
角
木
秀
夫

西
村
照
行
・
藤
田
昌
宏
・
宮
本
弘
行

上
田
直
美
・
内
田
美
乃
子
・
内
田
利

恵
子
・
石
川
千
恵
美
・
川
畑
祥
子
・

白
井
里
美
・
西
村
妙
子
・
藤
野
園
美

田
村
玉
緒

上
東
方
　
西
村
正
起

下
東
方
　
安
藤
勝
利
・
小
林
多
津
子

豊
原
　
石
村
裕
治
・
清
見
英
雄
・
村
岡

利
明
・
山
中
大
典
・
原
田
慎
一
郎
・

大
草
浩
司
・
小
林
博
文
・
佐
伯
清
文

福
田
靖
・
西
村
美
紀
代
・
前
田
真
由

美
・
重
岡
由
美
子
・
磯
部
仁
美
・
笹

見
美
幸

二
条
窪
　
堀
永
義
美
・
堀
い
つ
子

浅
田
　
上
利
和
浩
・
林
文
夫
・
杉
原
隆

司
・
泉
洋
子
・
藤
本
せ
き
・
淵
利
江

平
野
　
岩
武
洋
一

小
島
　
滝
田
直
行
・
豊
田
晴
美
・
伊
藤

多
寿
子
・
豊
田
譲

沢
江
　
瀬
戸
泰
男
・
中
野
明
彦
・
村
田

吉
正
・
大
谷
智
美

殿
村
新
開
　
園
山
陽
一
・
村
上
奨

上
げ
　
木
村
和
範
・
杉
本
芳
枝

向
開
作
　
高
木
う
つ
み

二
十
歳
で
す
成
人
で
す

国
民
年
金
で
す

成
人
を
迎
え
ら
れ
た
皆
さ
ん
。
お
め

で
と
う
。

あ
な
た
も
二
十
歳
に
な
る
と
、
成
人

と
し
て
多
く
の
権
利
と
義
務
が
生
ま
れ

ま
す
。
国
民
年
金
に
加
入
す
る
の
も
そ

の
一
つ
で
す
。

国
民
年
金
は
、
農
林
漁
業
・
商
工
業

サ
ー
ビ
ス
業
な
ど
の
自
営
業
者
と
そ
の

家
族
。
従
業
員
五
人
未
満
の
職
場
で
働

く
人
び
と
と
そ
の
家
族
の
た
め
に
国
が

行
っ
て
い
る
も
の
で
す
。

現
在
。
二
千
七
百
万
人
が
加
入
し
て

お
り
、
わ
が
国
で
は
一
番
大
き
い
年
金

制
度
で
す
。

国
民
年
金
に
加
入
し
て
。
き
ち
ん
と

保
険
料
を
納
め
れ
ば
、
事
故
で
障
害
者

に
な
っ
た
り
、
夫
に
先
立
た
れ
て
未
亡

人
に
な
っ
た
り
し
た
と
き
、
障
害
年
金

や
母
子
年
金
で
保
障
さ
れ
ま
す
。
職
場

が
変
わ
れ
ば
ほ
か
の
年
金
に
通
算
し
て

年
金
が
支
給
さ
れ
、
掛
け
た
保
険
料
は

無
駄
に
な
り
ま
せ
ん
。

そ
し
て
、
最
低
二
十
五
年
の
保
険
料

を
納
め
る
と
、
六
十
五
歳
か
ら
老
齢
年

金
を
受
け
て
し
っ
か
り
し
た
後
半
生
の

生
活
設
計
が
成
り
立
ち
ま
す
。

い
ま
す
ぐ
、
市
町
村
役
場
の
年
金
係

に
、
印
鑑
を
持
参
し
て
国
民
年
金
加
人

の
手
続
き
を
済
ま
せ
ま
し
ょ
う
。

青
年
団
で
盛
り
上
げ
よ
う
三
隅
の
夢

成
人
よ
大
夢
を
抱
け

晴
れ
て
成
人
式
を
迎
え
ら
れ
た
皆

さ
ん
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

わ
れ
わ
れ
青
年
団
は
、
皆
さ
ん
の

郷
土
で
あ
る
三
隅
町
を
青
年
の
若
い

力
を
結
集
し
、
発
展
さ
せ
て
い
こ
う

と
日
々
活
動
し
て
い
ま
す
。
年
代
差

を
越
え
た
自
由
な
人
間
関
係
、
若
者
の

社
交
の
場
、
団
活
動
に
よ
る
自
己
の
確

立
等
々
失
敗
を
お
そ
れ
ぬ
チ
ャ
レ
ン
ジ

精
神
で
が
ん
ば
っ
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
の
前
途
は
洋
々
と
し
、
無
限

の
可
能
性
を
秘
め
て
い
ま
す
。
大
夢
を

抱
き
、
実
現
に
む
け
若
い
エ
ネ
ル
ギ

ー
を
ぶ
つ
け
て
努
力
し
て
下
さ
い
。

結
果
は
ど
う
で
あ
れ
、
努
力
し
た
過

程
は
生
涯
の
中
で
決
し
て
無
駄
で
は

な
い
ハ
ズ
で
す
。

幅
広
い
経
験
と
。
内
外
に
視
野
を

広
め
る
為
、
青
年
団
に
入
っ
て
活
動

し
て
み
る
こ
と
も
一
策
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
わ
た
し
た
ち
は
。
若
い

エ
ネ
ル
ギ
ッ
シ
ュ
な
皆
さ
ん
を
待
っ

て
い
ま
す
。
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